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２２ 

Ｗ
ｅ
ｂ
単
組
交
流
会
（
10
月
30
日
）

２２ 

【
続
報
】
高
専
協
議
会 

団
体
交
渉
報
告
（
11
月
5
、
9
日
）

２２ 

事
務
職
員
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
（
11
月
27
日
）

３３ 

論
壇
「
学
長
意
向
投
票
廃
止
に
伴
う
職
員
組
合
に
よ

る
意
向
投
票
、
待
遇
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
と
そ
の

後
の
組
合
員
新
規
加
入
」
宇
都
宮
大
学
職
員
組
合

３３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
40 

変
形
労
働
時
間
制
に
つ
い
て
❷

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

▪ 

木
更
津
工
業
高
専

   

「
全
大
教
と
共
に
よ
り
良
い
職
場
の
実
現
を
」

▪ 

三
重
大
学

   

「
ま
っ
た
り
や
っ
て
い
ま
す
」

▪ 

高
知
大
学

   

「
高
知
大
学
で
の
教
員
人
事
・
男
女
格
差
な
ど
」

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

　

医
療
体
制
支
援
に
関
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
運
営
費
交
付
金
の

前
倒
し
措
置
や
厚
労
省
に
よ
る

支
援
が
行
わ
れ
て
お
り
、
引
き

続
き
医
療
や
教
育
研
究
に
支
障

が
な
い
よ
う
関
係
省
庁
と
連
携

し
て
対
応
す
る
と
の
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。
遠
隔
授
業
の
環
境

整
備
に
関
し
て
、
概
算
要
求
で

は
教
育
研
究
基
盤
設
備
の
整
備

や
教
育
研
究
の
デ
ジ
タ
ル
活
用

に
む
け
た
要
求
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
学
生
支
援
に
関
し
て
、
文

科
省
、
厚
労
省
、
学
生
支
援
機

構
で
支
援
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
感
染
対
策
や
学
生
か
ら
の

相
談
体
制
の
強
化
に
む
け
た
要

求
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

学
生
支
援
関
連

　

修
学
支
援
の
新
制
度
に
関
し

て
、
こ
れ
か
ら
新
制
度
の
検
証

を
行
う
こ
と
、
中
間
層
を
含
め

た
拡
充
に
つ
い
て
は
貸
与
型
奨

学
金
の
拡
充
や
就
業
者
と
の
関

係
等
を
含
め
て
議
論
が
必
要
と

の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
大

学
院
生
の
授
業
料
免
除
に
つ
い

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は
11
月
５
日
、
文
部
科
学
省

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
見
を
行
い
ま
し
た
。（
写
真
左
上
）

　

今
回
の
会
見
で
は
、
概
算
要
求
や
２
０
２
１
年
度
補
正

予
算
案
の
内
容
に
つ
い
て
の
質
疑
と
今
後
の
政
府
予
算
案

の
策
定
に
む
け
た
い
っ
そ
う
の
努
力
を
要
望
し
ま
し
た
。

て
は
前
年
度
比
で
増
額
要
求
。

障
害
の
あ
る
学
生
へ
の
支
援
が

新
規
で
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

若
手
研
究
者
支
援
関
連

　

外
部
資
金
の
間
接
経
費
な
ど

を
活
用
し
て
若
手
ポ
ス
ト
と
研

究
環
境
を
確
保
す
る
仕
組
み
を

導
入
し
た
各
大
学
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

資
金
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
関
連

　

研
究
と
出
産
・
育
児
の
両
立

や
女
性
研
究
者
の
リ
ー
ダ
ー
育

成
な
ど
に
む
け
た
支
援
が
要
求

さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

運
営
費
交
付
金
全
般

　

文
科
省
は
運
営
費
交
付
金
が

国
立
大
学
の
運
営
を
支
え
る
基

盤
的
経
費
と
し
て
重
要
な
も
の

と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。
共

通
指
標
に
よ
る
評
価
配
分
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
２
年
度
か
ら

の
第
４
期
で
も
実
施
の
方
向
と

し
、
配
分
額
や
指
標
、
グ
ル
ー

プ
分
け
に
つ
い
て
は
検
討
中
と

の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
大
学

　

全
大
教
高
専
協
議
会
で
は
、

11
月
11
日
に
文
部
科
学
省
会
見

（
概
算
要
求
後
）
を
行
い
ま
し

た
。（
写
真
右
上
）

　

文
科
省
側
か
ら
の
概
算
要
求

に
関
す
る
説
明
と
、
全
大
教
側

か
ら
の
質
問
に
対
す
る
回
答
の

概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

❶ 

高
専
で
の
全
体
要
求
額
は

前
年
度
予
算
比
１
０
８
億
円

増
。そ
の
柱
は
高
度
化（
39
億
）、

国
際
化
（
12
億
）、
設
備
整
備

（
１
０
０
億
）。
練
習
船
更
新
財

源
は
予
算
と
は
別
。

❷ 

基
礎
的
な
運
営
交
付
金
は

効
率
化
係
数
の
た
め
前
年
度
比

４
億
減
で
要
求
。

➌ 

Ｇ
Ｅ
Ａ
Ｒ
５
・
０
に
お
い
て

「
農
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
係
わ
る

取
組
」
と
言
及
し
た
の
は
機
構

本
部
の
意
向
を
受
け
て
。

❹
「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
よ
る
高

専
の
高
度
化
」
の
予
算
（
７
・

４
億
）
に
つ
い
て
は
、
文
科
省

と
し
て
機
構
の
校
長
・
部
長
会

議
で
予
算
説
明
を
行
っ
た
際
、

「
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
も

し
っ
か
り
使
っ
て
欲
し
い
」
と

口
頭
及
び
プ
レ
ゼ
ン
資
料
で
強

調
し
た
。

❺
高
等
教
育
予
算
の
中
で
、
高

専
の
名
前
は
出
て
い
な
く
と
も

「
大
学
等
」を
対
象
と
し
た
予
算

で
あ
れ
ば
、
高
専
も
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

最
後
に
、
全
大
教
側
か
ら
主

と
し
て
次
の
３
つ
の
こ
と
を
文

科
省
側
へ
伝
え
ま
し
た
。

❶ 

予
算
処
理
に
お
い
て
マ
ン
パ

ワ
ー
が
追
い
つ
か
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
、
配
慮
し
て
欲
し
い
。

❷ 

引
き
続
き
効
率
化
係
数
の

廃
止
に
向
け
て
、
財
務
当
局
へ

の
働
き
か
け
を
行
っ
て
欲
し
い
。

➌ 「
働
き
方
改
革
に
も
使
え
る
」

か
ら
踏
み
込
ん
で
、「
働
き
方
改

革
に
使
う
」
予
算
を
設
け
て
教

職
員
の
過
重
労
働
を
解
消
し
て

欲
し
い
。
特
に
改
善
を
求
め
る

の
は
、
人
員
不
足
、
課
外
活
動
、

寮
宿
直
で
あ
る
。

　

今
回
、
文
科
省
が
予
算
増
を

求
め
た
こ
と
自
体
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
が
、
過
重
労
働
の
解

消
へ
向
か
う
予
算
に
注
目
し
て

今
後
も
会
見
に
臨
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（
高
専
協
議
会

議
長
、
副
委
員
長 

岡
本 

勝
規
）

【

高

専

に

関

し

て

】

【
大
学
・
大
学
共
同
利
用
機
関
に
関
し
て
】
フ
ァ
ン
ド
に
関
し
て
、国
費（
財

投
と
政
府
予
算
）
で
10
兆
円
を

確
保
す
べ
く
努
力
し
て
い
る
こ

と
、
運
営
費
交
付
金
は
大
学
フ

ァ
ン
ド
と
は
別
の
も
の
と
し
て

確
保
す
る
こ
と
、
大
学
フ
ァ
ン

ド
の
支
援
対
象
と
な
り
得
る

「
特
定
研
究
大
学
（
仮
称
）」
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
有
識

者
会
議
で
検
討
中
、
と
の
説
明

が
さ
れ
ま
し
た
。

            （
書
記
長　

永
井 

信
）

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会

は
、
国
立
大
学
等
の
予
算
に

関
し
て
、
11
月
18
日
に
学
研

労
協
、
特
殊
法
人
労
連
、
国

公
労
連
と
の
共
同
で
（
写
真

左
）、19
日
に
全
大
教
単
独
で

（
写
真
右
）、
財
務
省
へ
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

【
基
盤
的
経
費
の
増
額
】

　

基
盤
的
経
費
の
削
減
に
よ

る
人
件
費
・
研
究
費
・
研
究

時
間
の
減
、
教
育
研
究
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
事
業
費
そ
の
も
の
の

増
と
い
っ
た
現
状
を
伝
え
、

長
期
的
視
点
に
立
っ
た
教
育

研
究
の
維
持
・
発
展
に
む
け

た
基
盤
的
経
費
の
増
額
を
求

め
ま
し
た
。

【
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
教
育
研
究
の
充
実
】

　

遠
隔
で
の
教
育
研
究
の
充

実
に
む
け
て
、
基
本
的
な
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
実
験
系
へ
設

備
整
備
等
を
求
め
ま
し
た
。

【
医
療
体
制
や

    

医
療
従
事
者
へ
の
支
援
】

　

国
立
大
学
病
院
の
設
備
整

備
や
看
護
師
等
の
待
遇
改
善

に
む
け
た
予
算
措
置
を
求
め

ま
し
た
。

【
学
生
へ
の
支
援
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
経

済
的
に
困
窮
す
る
学
生
の
支

援
、
修
学
支
援
法
の
対
象
の

拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

         （
書
記
長　

永
井 

信
）


